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議
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井
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Ｔ
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ト
ラ
ベ
ル
事
業
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
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拡
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関
係
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に
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す
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対
し
、
別
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送
付
す
る
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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

ト
ラ
ベ
ル
事
業
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
因
果
関
係
等
に

関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

ト
ラ
ベ
ル
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年
九
月
十
一
日
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

有
識
者
会
議
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
分
科
会
（
以
下
「
分
科
会
」
と
い
う
。
）
の
「
Ｇ
Ｏ 

Ｔ
Ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事

業
及
び
県
を
越
え
て
の
人
の
移
動
に
つ
い
て
の
分
科
会
か
ら
政
府
へ
の
提
言
」
に
お
い
て
「
全
国
的
に
Ｇ
Ｏ 

Ｔ
Ｏ
ト
ラ
ベ

ル
事
業
を
実
施
し
た
と
し
て
も
、
あ
る
都
道
府
県
が
ス
テ
ー
ジ
Ⅲ
相
当
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
事
業
に
係
る
感
染

リ
ス
ク
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
、
当
該
都
道
府
県
を
除
外
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
頂
き
た
い
」
及
び
「
い
ず
れ
の
ス
テ
ー
ジ

に
あ
る
か
に
つ
い
て
は
各
都
道
府
県
が
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
政
府
が
当
該
都
道
府
県
と
調
整
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
十
一
月
二
十
日
の
分
科
会
の
提
言
に
お
い
て
「
感
染
拡
大
地
域
に
お
い
て
は
、

都
道
府
県
知
事
の
意
見
も
踏
ま
え
、
一
部
区
域
の
除
外
を
含
め
、
国
と
し
て
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

Ｔ
ｒ
ａ
ｖ
ｅ
ｌ
事
業
の
運
用
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
早
急
に
検
討
し
て
頂
き
た
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
当
該
事
業
に

つ
い
て
は
、
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
た
取
組
を
徹
底
し
、
都
道
府
県
知
事
と
も
連
携
の
上
、
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
運
用
を



 

２ 

 

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

ト
ラ
ベ
ル
事
業
を
行
う
こ
と
は
、
感
染
を
拡
大
さ
せ
、
長
引
か
せ
、
か
え

っ
て
結
果
的
に
、
経
済
に
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
リ
ス
ク
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

ト
ラ
ベ
ル
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年
十
一
月
二
十
日
の
分
科
会
の
提
言
に
お
い
て

「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

Ｔ
ｒ
ａ
ｖ
ｅ
ｌ
事
業
が
感
染
拡
大
の
主
要
な
要
因
で
あ
る
と
の
エ
ビ
デ
ン
ス
は
現
在
の
と
こ
ろ
存
在
し
な

い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
、
保
健
所
か
ら
、
当
該
事
業
の
利
用
者
に
起
因
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
が
拡
大
し
た
と
の
報
告
は
受
け
て
い
な
い
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
感
染
予
防
対
策
を
適
切
に
講
じ
て
い
る
か
否
か
、
家
庭
内
に
お
け
る
感
染
者
の
有
無
、
旅
行
先
の

地
域
に
お
け
る
感
染
状
況
等
の
個
々
の
状
況
に
応
じ
て
異
な
る
た
め
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基
本
的
対
処
方
針
」
（
令
和
二
年
三
月
二
十
八
日
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
決
定
、
令
和
二
年
五
月
二
十
五
日
変
更
）
に
お
い
て
、
「
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
の
都



 

３ 

 

道
府
県
に
お
け
る
取
組
等
」
と
し
て
、
「
感
染
拡
大
の
兆
候
や
施
設
等
に
お
け
る
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
が
あ
っ
た
場
合
、
国

と
連
携
し
て
、
外
出
の
自
粛
に
関
し
て
速
や
か
に
住
民
に
対
し
て
必
要
な
協
力
の
要
請
等
を
行
う
こ
と
」
と
さ
れ
て
お
り
、

お
尋
ね
の
「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

ト
ラ
ベ
ル
事
業
に
よ
る
旅
行
」
を
含
め
た
外
出
の
自
粛
の
要
請
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
各
都

道
府
県
に
お
い
て
地
域
の
感
染
状
況
等
に
応
じ
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
お
り
、
「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

ト
ラ
ベ
ル

事
業
に
よ
る
旅
行
」
が
外
出
の
自
粛
の
要
請
の
対
象
と
な
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
旅
行
終
了
か
ら
数
日
経
過
し
た
後
に
陽
性
が
判
明
し
た
ケ
ー
ス
」
及
び
「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

ト
ラ
ベ
ル
と
の
因

果
関
係
が
な
い
こ
と
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
尋
ね
の
「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

ト
ラ
ベ
ル
事

業
」
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
事
業
の
利
用
者
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
が
確
認
さ
れ
た
場

合
等
に
は
、
当
該
事
業
へ
の
参
加
事
業
者
は
そ
の
旨
を
観
光
庁
に
報
告
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
令
和
二
年
十
二
月
四
日
ま

で
に
受
け
た
当
該
報
告
に
よ
れ
ば
、
当
該
事
業
の
利
用
者
で
あ
っ
て
当
該
感
染
症
の
感
染
が
確
認
さ
れ
た
者
は
二
百
四
十
六

人
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
当
該
事
業
を
利
用
し
た
宿
泊
中
に
当
該
感
染
症
の
感
染
が
確
認
さ
れ
た
者
以
外
の
者
は
百
八
十
七



 

４ 

 

人
で
あ
る
。 

六
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

ト
ラ
ベ
ル
事
業
」
の
一
時
停
止
の
措
置
に
伴
い
発
生
す
る
旅
行
・
宿
泊
予
約
の
キ
ャ
ン
セ
ル

に
つ
い
て
は
、
当
該
キ
ャ
ン
セ
ル
が
発
生
し
た
当
該
事
業
へ
の
参
加
事
業
者
に
対
し
、
一
定
の
条
件
の
下
で
、
旅
行
・
宿
泊

料
金
の
三
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
額
を
支
払
う
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 


